
第４回近化安全講習会 

主 催 近畿化学協会      協 賛 安全工学会、大阪工研協会、大阪科学技術センター、化学工学会関西支部 

日本化学会近畿支部、有機合成化学協会関西支部 

企業の研究者・技術者にとって最も重要なことは、研究室や生産現場でどのような事故も起こさないよう安全を確保することです。安全の確

保なくして企業の存続と発展はあり得ません。このような観点から、昨年に続き本年も安全講習会を開催することになりました。本年の講習会

は、「リスクを考える」と「電気装置・機械装置や道具類などの安全」について解説いたします。また、講習会終了後に、講師及び近化化学技

術アドバイザーを囲んで、和やかな雰囲気の下でアフターディスカッションを行い、より多くの安全に関する知識を獲得して頂くような企画に

しています。今後とも本講習会を企業の安全教育の一環としてご活用頂きますようご案内申し上げます。 

日 時 ：平成２６年 ９月１１日（木）14：00～18：30 

会 場 ：大阪科学技術センター ８Ｆ 小ホール ［大阪市西区靭本町1-8-4］ 
      ＜交通＞地下鉄四つ橋線「本町」駅、25・28番出口より北へ徒歩5分。うつぼ公園北詰。 

【プログラム】 

１．リスクを考える（14：00-15：30） 

① リスクマネジメント   上田技術士事務所 代表／近化化学技術アドバイザー 上 田 修 史 氏 

「この世にリスクゼロはない」といわれるように、すべての人間の営みはリスクをともなう。「危険なものを安全に使いこなす」技術者の周りにはさまざまなリ

スクがある。技術者は「危険」がもたらすリスクを正確に評価し、対応することが求められる。ここでは「リスクマネジメント」について解説する。 

② 危険予知のススメ「潜在リスクの見える化」  

(有)ケイオー創研 代表取締役／近化化学技術アドバイザー 大 槻 清 高 氏 

身近な風景の中にも、「人災」をあたかも「天災」であるかのように錯覚させる「潜在リスク」が牙をむいている。「顕在化」を身につけることで、日常生活に

おける「安心・安全」の向上を図る。 

２．電気装置・機械装置や道具類などの安全（15：45-17：00）         

元 (株)ダイセル／近化化学技術アドバイザー 塚 根 永 芳 氏 

実験装置のほとんどは電気を使用する。電気は目に見えないため危険の予測が困難である。また実験や研究を遂行する上で、サンプルの試作や測定・

評価は不可避であり、そのために使用する道具や機械類は、簡単なものから大型なものまで多種類あり、使用方法を誤ると事故につながる。これらを安全

に取り扱うための基本的な方法や考え方を、高分子材料の物性評価を行ってきた経験から平易に解説する。 

アフターディスカッション(交流会) （17：10-18：30） 同所 地下１階 Ｂ１０２号室 参加無料 
                                                                              

参 加 費 主催・協賛団体会員 10,000円，大学･官公庁 5,000円，会員外 15,000円（消費税込）  

＊参加者には、[新人研究者・技術者のための安全のてびき(近畿化学協会安全研究会編／ 化学同人)]を差し上げます。 

申込方法 下記申込書に必要事項を明記の上、お申込下さい。 参加費は、銀行振込（三井住友銀行備後町支店 普通預金 No.1329441 

一般社団法人近畿化学協会名義）、郵便振替（00930-5-64179 一般社団法人近畿化学協会名義）または、現金書留でご送

金下さい。(振込手数料は参加者でご負担願います)   ＊参加申込者には、参加証を送付いたします。(８月下旬頃) 

定  員 ６０名（定員になり次第締め切り） 

申 込 先 一般社団法人 近畿化学協会  〒550-0004 大阪市西区靭本町1-8-4 大阪科学技術センター６階 
        TEL.06-6441-5531、FAX.06-6443-6685、E-mail：mail@kinka.or.jp  
                                                         

第４回近化安全講習会 研究者・技術者のための実践的「安全講習」参加申込書 （平成26年度） （コピー可）  

氏 名  会員資格  

勤務先  所  属  

所在地 
〒 

TEL            FAX            E-mail 

ｱﾌﾀｰﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 参加（    ）     ・     不参加（    ） 

送金内容 参加費        円      月  日送金（予定） 

銀行振込（  ）・郵便振替（  ）・現金書留（  ）
請求書 要（  ）・不要（  ）

研究者・技術者のための実践的「安全講習」 
～企業で求められる安全知識と行動指針～  


